
自己評価チェックシートの記入方法 
　単に「解けた」「解けなかった」「わかった」「わからない」で済
ますのではなく，「読解」「判断」「作業」「確認」の項目ごとに、
自分がどの程度の達成状況にあったかを評価してみてください。 
　チェック欄には「認識評価」と「答案評価」の2種類あります。 

認識評価 
答案に書けたかどうかは気にせず，メモや頭の中での認識の度合い
を評価し、 
「○：できた、×：できなかった、-：その問題に触れていない」 
で記入してください。 

答案評価 
答案に書いた事柄を客観的に評価し 
「○：できた、×：できなかった、-：その問題に触れていない」 
で記入してください。 

※ チェックボックス「□」がある場合は該当するものにチェック✔を記入
してください。 

2020年度 阪大入試前期試験　数学（理系）自己評価シート

氏名[ ] ↙↓選択してください

⬜ 高校グリーンコース生 ⬜ 大学受験科生

学籍番号（ ） HC（　　）　HC番号（　　　　　　　）
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第１問（微分法，関数の極限）
項目 認識評価 答案評価

(1)

判断 導関数 f ’(x) を得るために log をとることに思い至ったか？ 1 1
作業 f ’(x) の正しい表示を得られたか？ 1
作業 結果（f(x)の最大値 e1/e ）を得られたか？ 1

(2)

確認 (1)の出来具合に関係なく(2)に取り組もうとしたか？ 1
判断 lim f(x) 

x→∞
問題文の logx /x →0 が利用できることに気づいたか？ 1 1

作業 結果（lim f(x)=1の最大値 e1/e ）を得られたか？ 1
判断 lim f ’(x) 

x→∞
極限を求めるための有効な変形はできたか？ 1 1

作業 結果（lim f(x)=1の最大値 e1/e ）を得られたか？ 1

(3)

確認 (1)(2)の出来具合に関係なく(3)に取り組もうとしたか？ 1
判断 定義域が x ≧ 0 であることを結果に反映できたか？ 1 1
判断 (1)の増減を結果に反映できたか？ 1 1
判断 (2)の（ x→∞ のときの ）極限を結果に反映できたか？ 1 1
判断 f(0)=1 を結果に反映できたか？ 1 1

計（○の個数） / 9 / 11

上の項目に当てはまらない解法の場合はここに大筋を記入してください。

集計表1（この表への記入は必須ではありません）
認識評価 答案評価

項目 ○の個数 項目 ○の個数
読解 / 0 読解
判断 / 7 判断 / 7
作業 作業 / 4
確認 / 2 確認



数学（理系） 自己評価シート

第２問（複素数平面・数列・確率）
項目 認識評価 答案評価

前 読解
複素数 Zn を効果的に把握できたか？ 1
□ 複素数平面上の点として捉え，存在しうる６個の点に注目した 
□ 偏角の和を考え，整数 X1+X2+ … +Xn の値に注目した 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(1)
判断

事象「Z2 が実数でない」を効果的に把握できたか？ 1 1
□ Z2 = 1 　 
□ X1+X2 = 0　 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業 結果（1/2）を得られたか？ 1

(2)

確認 (1)の出来具合に関係なく(2)に取り組もうとしたか？ 1

判断

事象「Z1,Z2, … ,Zn がいずれも実数でない」を効果的に把握できたか？ 1 1
□「n回後までずっと実軸より上」or「n回後までずっと実軸より下」 
□「n回後までずっと実軸上を避け続ける」 
□「k回後からk+1回後」の状態遷移を考える 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業 結果（ 1/3・(5/6)n-1 ）を得られたか？ 1

(3)

確認 (1)(2)の出来具合に関係なく(3)に取り組もうとしたか？ 1

判断 事象「Zn が実数である」を把握するには「n回後からn+1回後」
の状態遷移を考えるのが有効であると気づいたか？ 1 1

作業 pn についての漸化式を立てることができたか？（数値ミスは可） 1
作業 結果（ pn = 1/3+1/3・(1/2)n-1 ）を得られたか？ 1
作業 結果（ limn→∞pn = 1/3 ）を得られたか？ 1
確認 結果（極限 1/3）は妥当だと思えたか（意味を納得できたか）？ 1

計（○の個数） / 7 / 8

上の項目に当てはまらない解法の場合はここに大筋を
記入してください。

集計表2（この表への記入は必須ではありません）
認識評価 答案評価

項目 ○の個数 項目 ○の個数
読解 / 1 読解
判断 / 3 判断 / 3
作業 作業 / 5
確認 / 3 確認
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第３問（図形と計量，不等式の証明）
項目 認識評価 答案評価

読解 図を描き，状況の把握に努めたか？ 1

判断
角についての条件を長さb, cに反映できたか？ 1 1
□ 正弦定理 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

判断

示すべき不等式を単純化し目標を明確にできたか？ 1 1
□「n sin B - sin nB > 0」を示す，という感じの目標 
□「sinB / B < sin nB / nB」を示す，という感じの目標 
□「弦の長さと弧の長さの関係」に帰着させる 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

判断

証明の「決め手」を得られたか？ 1 1
□ 関数の増減を利用する 
□ グラフの凸性を利用する 
□ 幾何的に考え，適切な「長さ」で大小を評価する 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業 証明をやりきれたか？ 1
計（○の個数） / 4 / 4

上の項目に当てはまらない解法の場合はここに大筋を記入してください。

集計表3（この表への記入は必須ではありません）
認識評価 答案評価

項目 ○の個数 項目 ○の個数
読解 / 1 読解 /
判断 / 3 判断 / 3
作業 作業 / 1
確認 / 0 確認
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第４問（積分法，関数の極限）
項目 認識評価 答案評価

読解 不等式の表す領域を正しく図示できたか？ 1

判断 t > 2 であるか否かで領域の形が異なるが，t → ∞ を考えるので，
気にしなくても結果には影響しないと気づいたか？ 1 1

判断 交点の x 座標を２次方程式の解として特徴付けられたか？ 1 1

判断

面積 S(t) を正しく立式できたか？ 1 1
□ 三角形から定積分を引く　 
□ ３つの区間に分割して定積分　 
□ 近似・不等式  
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業
極限の計算方法は概ね正しかったか？（少々の計算ミスは可） 1
□ S(t) を t だけで表し，実際に極限を計算する　 
□ S(t) の大きさを適当に評価し，はさみうち　 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

作業 結果（ 極限１）を得られたか？ 1

計（○の個数） / 4 / 5

上の項目に当てはまらない解法の場合はここに大筋を記入してください。

集計表4（この表への記入は必須ではありません）
認識評価 答案評価

項目 ○の個数 項目 ○の個数
読解 / 1 読解
判断 / 0 判断 / 0
作業 作業 / 2
確認 / 0 確認
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第５問（円錐の体積，２変数関数の最大）
項目 認識評価 答案評価

前
読解 図を描き，状況の把握に努めたか？ 1
判断 ∠Bや∠Cが鈍角だと回転体の形が異なることに気づいたか？ 1 1
判断 体積Vは２つの三角錐の体積の和 or 差で表せると気づいたか？ 1 1

(1)
判断

aを固定してbを変化させたときの「動きの様子」を効果的に把握
できたか？ 1 1
□ 点AがBCを焦点とする楕円上を動く 
□ 三平方の定理でAとBCの距離をb（or 別の変数）の関数で表す 
□ 他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

判断 Vが最大になるのはAとBCの距離が最大のときだと気づいたか？ 1 1
作業 証明をやりきれたか？ 1

(2)

確認 (1)の出来具合に関係なく(2)に取り組もうとしたか？ 1
判断 aを固定するごとに(1)が適用できると気づいたか？ 1 1

作業 aを固定しbを変化させたときのVをaで表示できたか？（少々の数
値ミスは可） 1

読解 そのVは a の２次関数だと気づいたか？ 1
作業 結果（ Vの最大値 π/12 ）を得られたか？ 1
作業 結果（ a = 1/2 ）を得られたか？ 1
作業 結果（ b = 3/4 ）を得られたか？ 1

計（○の個数） / 8 / 10

上の項目に当てはまらない解法の場合はここに大筋を記入してください。

集計表5（この表への記入は必須ではありません）
認識評価 答案評価

項目 ○の個数 項目 ○の個数
読解 / 2 読解
判断 / 5 判断 / 5
作業 作業 / 5
確認 / 1 確認
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参考：内容と難易度
大問 内容 難易度
1 微分法，関数の極限 やや易（(1)やや易，(2)やや易，(3)易）
2 複素数平面・数列・確率 標　準（(1)易，(2)標準，(3)標準）
3 図形と計量，不等式の証明 やや難
4 積分法，関数の極限 標　準
5 円錐の体積，２変数関数の最大 標　準（(1)標準，(2)標準）

集計表（この表への記入は必須ではありません）
大問 読解 判断 作業 確認 計

認識評価

1 / 0 / 7 / 2 / 9
2 / 1 / 3 / 3 / 7
3 / 1 / 3 / 0 / 4
4 / 1 / 0 / 0 / 1
5 / 2 / 5 / 1 / 8
計 / 5 / 18 / 6 / 29

答案評価

1 / 7 / 4 / 11
2 / 3 / 5 / 8
3 / 3 / 1 / 4
4 / 0 / 2 / 2
5 / 5 / 5 / 10
計 / 18 / 17 / 35
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